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守　山

守　山

●場所：佐川美術館 館内渡り廊下（守山市水保町北川2891）
●時間：第１部11：00～（45分）　第２部14：00～（45分）
●料金：無料　※美術館入館料は必要
               （一般1,000円　高大生600円　小中生300円)
●問い合わせ：佐川美術館/077-585-7800

大　津

●場所：浜大津港多目的広場(大津市浜町/浜大津アーカス横)
●時間：10：00～16：00　●料金：無料
●問い合わせ：社団法人 滋賀県自動車整備振興会/077-585-2221

栗　東

●場所：栗東芸術文化会館さきら 大ホール(栗東市綣2-1-28/077-551-1455)
●開演：14：00（開場13：30）　●料金：前売り1,000円　当日1,300円
●問い合わせ：勝見/077-585-0137

11/21
（金）

11/9
（日）

11/9
（日）

11/9
（日）

安　土開催中
▼

11/16
（日）

Menu

●栗東市小野371-45
●TEL：077-554-0430
●営業時間：8：00～19：00（L.O.18：30）
           モーニング 8：00～10：30
           お食事　  10：30～19：00
●定休日：月・火曜日、毎月15、16日 
●駐車場：3台

●場所：安土城考古博物館　企画展示室
　　　（蒲生郡安土町下豊浦6678）
●時間：9：00～17：00（入館は16：30） ●休館日：11/4、10
●料金：大人860円　高大生610円　小中生400円
●問い合わせ：安土城考古博物館/0748-46-2424

●場所：守山市民ホール 大ホール（守山市三宅町125）
●開演：1回目14：30（開場14：00）/2回目18：30（開場18：00）
●料金：4,500円 ※全席指定
●備考：未就学児の入場不可
●問い合わせ：守山市民ホール/077-583-2532プレゼントＯｈ！Ｍｅ持参の方　ミニアイス　プレゼント

Ｏｈ！Ｍｅ1枚につき１グループ有効
有効期限
11/30まで

お食事をされた方に限る

プログラム（２種類）「たべもの編」「ごみ編」
◆対象：小学３～６年生
◆人数：10人～40人（応相談）
◆所要時間：90分

●彦根市小泉町31
●TEL：0749-23-3150

○『ネコナデ』製作委員会ｃ

徳川家康画像（安土城考古博物館）

北山たけし

ゆ き え

ふ み え

真剣に商品を選ぶ児童たち真剣に商品を選ぶ児童たち

ワークシート

真剣に商品を選ぶ児童たち

児童に解説する
橘さん

季節のチーズケーキ季節のチーズケーキ(アイスとホイップ付アイスとホイップ付)

豚肉のスパイシー黒カレー豚肉のスパイシー黒カレー
(ミニサラダ付ミニサラダ付)

チャイチャイ

季節のチーズケーキ(アイスとホイップ付)

豚肉のスパイシー黒カレー
(ミニサラダ付)

チャイ

スーパーマーケットチェーンの平和堂では、07（平成19）年に、「平

和堂エコピースクラブ」を設立し、日常的な買い物と環境問題との

つながりを体験できる「学ぼう・エコショッピング」を実施している。

これは小学校３年生から６年生を対象とした体験型学習プログラム

で、スーパーの店内で行われる。取材日は、近江八幡市立岡山小学

校３年生の児童が参加していた。

まず、カレーと天ぷらのチーム

に分かれ、それぞれ料理に必要

な食材をそろえるために売り場

へ向かう。そして産地・生産方

法・ゴミの減量化をポイントに、

エコだと思う商品を選び、理由

を専用のワークシートに書き込んでいく。

同じ材料でも産地や包装方法の異なる商品が並ぶ実際の売り場で、

どうやったらエコショッピングができるのか？ 一生懸命考えなが

ら買い物する児童たちの姿が印象的だった。

児童たちに感想を聞いてみると「普段とは違う買い物の仕方で難

しかったけど、楽しかった。帰ったらお母さんに教えてあげたい」

と満足気な様子だった。

「環境問題が身近な行動とつながっていることを知り、できるエ

コから始めましょう。

平和堂もお客様や地

域の人と協力し、環

境を良くするための

行動の輪を広げてい

きたいと思っています」

と平和堂環境推進室

の橘淳子さん。

エコピースクラブは、地域の子ども会など、参加人数10～40人く

らいの団体であれば利用できる（要申し込み）。　（取材・福本）

栗東市立図書館の横にある「茶ノ木カフェ」は、今

年３月にオープンしたばかりの、手作りのスイー

ツや料理が人気のお店。

料理を作るのは、オーナーの中村文恵さんで、姉

の坂本幸恵さんがスイーツを担当する。二人とも、

おいしいものを食べるのが大好きだと言う。

時間をかけてじっくりと煮出すチャイ(インド風

ミルクティー)は11種類。しっかりとした濃い味

は中村さん特製のカレーとも相性が良い。

「季節のチーズケーキ(秋はかぼちゃ)」は期間

限定で、いちご・マンゴー・桃など、その時々

のさまざまな味が楽しめる。

家具や椅子などの多くは実家にあったもの

や友人から譲り受けたもの。古い物を上手

に使いこなし、味わいのあるインテリアに仕上

げている。

「自宅感覚でゆっくりくつろいでほしいと考え、店

内には靴を脱いで入るようにしました」と中村さん。

居心地の良い空間で心のこもった手作りメニュー

を味わい、最高に幸せな気分になった。

（取材・鋒山）

――――「小寺製作所」は、仏壇や寺院の仏具を製造販売している。金型から自作
する微細な金属加工技術は他の追随を許さず、仏具市場で５、６割のトップシェ
アを誇っている。時代の変化とともに仏具のニーズが減り、売り上げが落ちる中、
逆に利益が増えている秘密と、それを可能にした背景について語っていただいた。

株式会社小寺製作所株式会社小寺製作所
代表取締役社長代表取締役社長 

こ て らて ら しょう い ちい ち

株式会社小寺製作所
代表取締役社長 

こ て ら しょう い ち

悔し涙が自分を変えた
これまでの人生で一度だけ、悔しくて

寝床で泣いたことがある。十余年前、

子どもの小学校のＰＴＡ役員になった

ときのことだ。

子どものころから世間の荒波を知らず

に育ち、学校を出てすぐに会社を継い

で経営者となった。いっぱしの人間に

なった……そんな錯覚に陥っていたの

だろう。ＰＴＡの副会長就任の依頼が

あったときも、「おれしかいない。お

れがやってやろうじゃないか」と引き

受けた。

しかし、ＰＴＡ活動が始まってみると

知らないことだらけ。指示を請われて

も判断できない。それどころか、人前

で話すことさえろくにできない自分が

いた。役員仲間のお母さん方は従業員

ではない。利害関係もない。だから、

ずばりホンネを言う。「何考えて副会長、

引き受けたん!?」。非難の嵐だった。

これまでは社長

の息子だという

ことで、周囲の

人たちは「ごもっ

とも」と、自分

を持ち上げてく

れていた。それ

に慢心していた

自分に気付かさ

れ、思い切り落ち込んだ。

すぐに「ＰＴＡとは何か」から実務に至

るまで猛勉強を始めた。人前で話せな

い内弁慶の自分を反省して、あえて人

前で話す機会を数多く持つようにした。

自信をつけるには、嫌なことを目の前

にしても、立ち止まったり逃げたりし

ないことだと思ったからだ。逃げたと

ころで問題は解決しない。ＰＴＡとは

また別のところで同じような問題に直

面するのは目に見えている。それに人

間、一気に自信が付くものではない。

問題を一つ一つ解決することで、紙１

枚分だった自信が少しずつ積み重なり、

厚くなっていくものだ。逃げずに前向

きに……そのことだけを考えて、一生

懸命に学びながら活動した。

ＰＴＡ活動のおかげで自らの高慢さや

人付き合いのへたさに気付かせてもらっ

たが、それ以上の収穫は「利害関係の

ない人とのつながり」の大切さを学べ

たこと。これが後年、会社経営の上で

大きな力となっていく。

　社長の息子として世間知らずのまま

育ったことへの反省から、自分の息子

は一度よその会社へ就職させ、他人の

釜のメシを経験してから会社へ呼び戻

すことにした。自分と同じ失敗を繰り

返えさせないために。
ＰＴＡ役員役員として
挨拶する小寺さん挨拶する小寺さん
ＰＴＡ役員として
挨拶する小寺さん

Prof i le 59（昭和34）年生まれ。瀬田工業
高校卒。79（昭和54）年、摂南大学を中退し小寺
製作所入社。02（平成14）年、同社代表取締役社
長就任。小寺製作所は父・榮造氏（現・代表取締
役会長）が63（昭和38）年に設立。大津の本社工
場と95（平成７）年から稼働のインドネシア工
場で仏具の製造・販売を行っている。 小寺昌一小寺昌一 さんさん小寺昌一 さん


